
アーカイブ室新聞 （2011 年 3 月 28 日 第 446 号） 

 

            国立天文台・天文情報センター・アーカイブ室 中桐正夫 

 

＊ 重要と書かれた乾板原簿 2 冊を発見 

この乾板原簿 2冊（写真 1）は図書室の貴重書庫にあったものを大島紀夫氏が見つけたも

のである。貴重書架の中性紙の箱に入れられ、箱の表には「乾板原簿 2 冊 重要」と書か

れ、注釈として（図書庫１階に保存されている乾板原簿 28 葉左「D90(SP)～以降未入力」

とあり） 中村 士氏と書かれている（写真 2）。 

           写真 1 発見された乾板原簿 2冊 

      写真 2 乾板原簿 2 冊が入っていた箱に書かれた記述 



これは非常に重要なものと思われる。現在、アーカイブ室で旧図書庫に保管されている

写真乾板を整理しつつあるが、この原簿の所在を知らないで作業に入っている。 

 

           写真 3 原簿の 1949 年の最初のページ 

この原簿には、1冊目が 1946 年 2 月 15 日～1950 年 11 月 14 日、2冊目が 1950 年 11 月

15 日～1954 年 12 月 30 日までの乾板が記載されている。そして各年、各月に撮影された望

遠鏡別の乾板の枚数も整理されている。 

各ページに記されている事項は、No. Date、Time(Exp)、⊿t、Tele、Temp.、Sky、Plate、

f、Object、Middle、そして最後に 2つの欄が用意されていてメモ書きがされている（写真

3）。また使用望遠鏡等についても写真 4のように記されている。 

 

           写真 4 望遠鏡のなどについて書かれたメモ 

 写真 6は 1954 年の各月の No.付けの表記別の乾板数の表である 

           写真 4 1954 年の 1年間の乾板を整理した表 



この原簿の 1949 年 8 月 12 日の左ページが写真 5、そして右ページが写真 6である。 

 

           写真 5 1949 年 8 月 12 日の左ページの例 



 

              写真 6 写真 5の右ページ 

筆者は、旧図書庫の乾板整理に携わっていないので、この原簿を精査できないが非常に



貴重な原簿であることは確かである。有用に活用されるべきであろう。 

 

 これらアーカイブ室新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただ

ければ幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


